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2
0
1
4
年
度
決
議
の
省
略
の
方
法
に
よ
る

第
2
回
理
事
会

8
月

7
日
（
同
意
日
）
、
「
2
0
1
4

年
度
第
2
回
理
事
会
』
を
書
面
決
議
に

よ
り
開
催
、
以
下
の
提
案
に
つ
い
て
同

意
を
求
め
ま
し
た
。
①
第

2
回
評
議
員

会
の
招
集
の
決
定
に
つ
い
て
、
②
評
議

員
候
補
者
（
2
名
）
の
推
薦
に
つ
い
て
、

③
監
事
候
補
者
（

1
名
）
の
推
薦
に
つ

い
て
、

①
辞
任
に
伴
う
奨
学
生
選
考
委

員
（
1
名
）
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、
い
ず
れ
も
全
員
の
同
意
確
認
を
得
、

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

よだム一A英

［
新
任
者
ご
芳
名
］

マ
奨
学
生
選
考
委
員
｜
正
木
勝
美
氏

（J

F
共
水
連
常
任
監
事
）

育

2
0
1
4
年
度
決
議
の
省
略
の
方
法
に
よ
る

第
2
回
評
議
員
会

8
月
却
日
（
同
意
日
）
、

『
2
0
1
4

年
度
第
2
回
評
議
員
会
」
を
書
面
決
議

に
よ
り
開
催
、
以
下
の
提
案
に
つ
い
て

同
意
を
求
め
ま
し
た
。
①
辞
任
に
伴
う

後
任
評
議
員
（

2
名
）
の
選
任
に
つ
い

て、

②
辞
任
に
伴
う
後
任
監
事
（
1
名）

の
選
任
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
全
員
の
同
意
確
認
を
得
、
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

( 1 ) 

［
新
任
者
ご
芳
名
］

※
順
不
同

マ
評
議
員
｜
神
田

一
郎
氏
（
船
員
災
害

防
止
協
会
専
務
理
事
）
、
津
田
幸
喜

発行所

信団治安漁船海難遺児育英会

〒1010047東京都千代田区
内炉i'ITI1了「12番1号
ダコタハウス 5階
沼Ji;03 (3518) 6121 
FAX 03 (3518) 6122 

E-mail:mizuiro.ikuei@eos.ocn.ne.jp 

水色の羽板募金運動

マ
監長氏
事）（

｜全
正日
木本
勝海
美員
氏組
ーメL
主よ 口

事室
部
副
部

－
今
回
を
も
っ
て
辞
任
さ
れ
た
方
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
1
4
年
度

第

2
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

7
月
幻
日
、

「
2
0
1
4
年
度
第
2
回

奨
学
生
選
考
委
員
会
」
が
東
京

・
千
代

田
区
の
本
会
事
務
所
に
て
開
催
さ
れ
、

「第

2
回
奨
学
生
出
願
者
（

7
月
日
日

締
切
）
の
選
考
」
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
学
資
給
与
奨
学

生
と
し
て
中
学
生

1
人
、
高
校
生
等
3

人
の
合
計

4
人
が
、
奨
学
金
貸
与
奨
学

生
と
し
て
大
学
生
等

1
人
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た

9
月

日
日
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表
「
都

道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の
と
お
り
で
す
。

2
0
1
4
ふ
れ
あ
い
旅
行

本
会
普
及
指
導
事
業
の

一
環
で
あ
る

奨
学
生

・
保
護
者
交
流
活
動

『
2
0
1

4
ふ
れ
あ
い
旅
行
」
が、

8
月

1
日
か

ら
2
泊

3
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
活
動
は
、
①
体
験
活
動
を
通
じ

て
子
供
た
ち
が
「
友
情
の
輪
を
広
げ
」
、

か
っ
「
生
き
る
力
」
を
学
ぶ
場
を
提
供

す
る
こ
と
、

②
保
護
者
間
の
交
流
の
場

を
提
供
す
る
こ
と
、

③
親
子
で
貴
重
な

時
間
と
体
験
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
さ

ら
に
家
族
の
紳
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、

2
0
1
0
年
度
よ
り
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

4
回
目
と
な
る
今
年
度
は
、
全
国
か

ら
募
集
し
た
奨
学
生
（
小

3
1
中

2
）

と
そ
の
保
護
者
計
日
人
を
招
待
し
、
栃

木
県

・
那
須
高
原
を
訪
れ
ま
し
た
。
初

日
、
ホ
テ
ル
へ
向
か
う
途
中
で
雨
に
降

ら
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
予
定
を
変
更
す
る
こ
と
な
く

熱
気
球
や
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
大
人
も
子
供
も
み
ん
な
仲
良
く
、

終
始
笑
顔
で
過
ご
し
た

3
日
間
で
し

一奨
学
生
毒
警
は
い
ま
せ
ん
か
？
一

皆
さ
ま
の
ま
わ
り
に
、
海
難
遺
児

で
い
ま
だ
奨
学
生
の
申
請
を
さ
れ
て

な
い
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん

か
？
も
し
、
地
域
に
そ
の
よ
う
な
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
本
会
ま
た
は

も
よ
り
の
J

F
漁
連
等
窓
口
へ
至
急

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
大
津
波
で

死
亡

・
行
方
不
明
と
な
ら
れ
た
漁

業
従
事
者
お
よ
び
漁
船
等
海
難
救

助
協
力
者
の
お
子
さ
ん
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

た
。こ
の
旅
行
の
企
画

・
運
営
に
あ
た
っ

て
く
、
だ
さ
っ
た
ワ
ン
パ
ク
大
学
の
皆
さ

ん
は
じ
め
、
グ
ッ
ズ
や
お
菓
子
を
ご
提

供
い
た
だ
い
た
各
関
係
団
体
の
皆
さ

ま
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ

ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

｛
参
加
者
数
｝

日
人
〔
奨
学
生

9
人
／
保
護
者
6
人〕

｛
ス
タ
ッ
フ
数
】

9
人
〔
ワ
ン
パ
ク
大
学

3
人
／
全
励

協
（
J

F
全
漁
連
職
員
）

1
人
／
本
会

役
職
員
5
人〕

｛
宿
泊
先
】

り
ん
ど
う
湖
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

｛
グ
ッ
ズ
提
供
団
体
】

・
J

F
全
漁
連

・
J

F
全
国
女
性
連

．J
F
共
水
連

・
（
一
財
）
中
央
漁
業
操
業
安
全
協
会

※
順
不
同

・
敬
称
略

〈
関
連
記
事

2
面
〉

全
水
商
連

第

引

回

全

国

記

念

大

会

7
月
初
日
、
北
海
道
の
ホ
テ
ル

・
ロ

イ
ト
ン
札
幌
に
お
い
て
、
全
国
各
地
の

水
産
物
小
売
商
代
表
者
約

4
0
0
人
が

一
同
に
会
し
、
全
国
水
産
物
商
業
協
同

組
合
連
合
会
（
以
下
、
全
水
商
連
）
主

催
に
よ
る

『全
水
商
連
第
引
回
全
国
（
札

幌
）
大
会
』
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当
日
は
、
主
催
者
側
の
ご
厚
意
の
も

と
、
今
年
も
会
場
入
口
に
て
本
会
募
金

活
動
が
実
施
さ
れ
、
漁
船
海
難
遺
児
を

励
ま
す
運
動
北
海
道
特
別
委
員
会
の
か

た
が
た
と
と
も
に
、
来
場
さ
れ
た
皆
さ

ま
に
対
し
「
水
色
の
羽
根
募
金
」
を
呼

第

9
回
マ
リ
ン
カ
ッ
プ

海
難
遺
児
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
ペ

7
月
初
日
、

『第
9
回
マ
リ
ン
カ
ッ
プ

海
難
遺
児
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
ペ
』
が、

今
年
も
三
重
県
「
津
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

N
P
O
法
人
「
朝
光
ク
ラ
ブ
」
（
代
表
・

朝
香
誠
彦
理
事
長
）
が
主
催
す
る
こ
の

大
会
は
、
海
の
事
故
で
父
兄
を
亡
く
し

た
子
供
た
ち
を
応
援
し
よ
う
と
、
毎
年

「
海
の
日
」
を
記
念
し
行
わ
れ
て
い
ま

す
。当
日
は
、
大
会
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
た

T
C
C
（
津
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
）
メ

ン
バ
ー
を
は
じ
め
と
す
る

1
7
1
人
も

の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
プ
レ

l
に
参
加
さ
れ

た
ほ
か
、

地
元
の
片
田
小
学
校
お
よ
び

特
別
支
援
学
校
の
子
供
た
ち
計

6
0
人

が
会
場
に
招
待
さ
れ
、
鳥
羽
水
族
館

・

古
田
正
美
館
長
に
よ
る
環
境
教
育
と
魚

を
テ

l
マ
と
し
た
ト

l
ク
シ
ョ
ー
や

津

・
高
虎
太
鼓
「
津
打
の
会
」
の
演
奏
、

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
な
ど
を
楽
し
み
ま
し

た
。

び
掛
け
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
で
は
募
金
の
贈
呈
式
が

行
わ
れ
、
本
会
理
事
長
に
代
わ
り
、
本

間
靖
敏
J
F
北
海
道
ぎ
よ
れ
ん
代
表
理

事
常
務
か
ら
永
井
良
和
全
水
商
連
会
長

へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
し
た
多

く
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

』
F

式
典
開
演
前
に
、
募
金
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

永
井
会
長
（
左
）
。

ま
た
、
お
昼
に
は
、

J

F
三
重
漁
連

な
ら
び
に
三
重
県
漁
協
女
性
部
連
合
会

の
皆
さ
ん
手
作
り
の
美
味
し
い
郷
土
漁

師
料
理
も
振
る
舞
わ
れ
、
大
会
は
大
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

コ
ン
ペ
終
了
後
の
表
彰
式
で
寄
附
金

の
目
録
を
受
け
取
っ
た
鈴
木
基
之
本
会

専
務
理
事
は
、
「
皆
さ
ま
方
の
ご
趣
旨

に
添
い
、
海
難
遺
児
の
育
英
事
業
の
た

め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
、
朝
香
誠
彦
理
事
長
に
感
謝
状
を

贈
り
ま
し
た
。

大
会
に
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
多
く
の

皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

－
 

主

‘F
表
彰
式
の
様
子
。
右
が
朝
香
理
事
長
。

（
写
真
提
供
津
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
）

⑨ 再生紙使用http://www.jf-net.ne.jp/i kuei kai 育英会ホームページ
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J
F沖
縄
漁
連

第
包
囲
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
ゴ
ル
フ
大
会

年 10月 1日

9
月
刊
日
、
恩
納
村
の
「
沖
縄
国
際

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
に
て
、

J
F
沖
縄
漁

連
主
催
に
よ
る

『第

n回
漁
船
海
難
遺

児
育
英
資
金
造
成
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
ゴ
ル

フ
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
海
難
等
の
事
故
に
よ
り

犠
牲
と
な
っ
た
漁
業
者
の
子
弟
が
将
来

社
会
に
役
立
つ
人
材
に
成
長
し
て
く
れ

る
こ
と
を
願
い
、
本
会
育
英
事
業
を
支

援
す
る
全
国
的
な
資
金
造
成
活
動
の

一

環
と
し
て
、
沖
縄
県
漁
協
参
事
会
を
中

心
に
、
県
下
J
F
グ
ル
ー
プ
な
ら
び
に

水
産
諸
団
体
ご
協
力
の
も
と
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
た
約
3

8
0
人
も
の
か
た
が
た
が
大
会
に
参
加

さ
れ
、
朝
早
く
か
ら
夕
方
近
く
ま
で
思

い
思
い
に
プ
レ
ー
を
楽
し
ま
れ
ま
し

た
。
プ
レ

l
後
に
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
、

園
吉
良
孝
同
漁
連
代
表
理
事
会
長
よ
り

寄
附
金
を
受
け
取
っ
た
鈴
木
基
之
本
会

専
務
理
事
は
、
「
？
」
れ
ま
で
の
長
き
に

亙
る
ご
支
援
に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
公
益
財
団
法
人
と
し
て
事
業
の
充

実
に

一
層
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

大
会
関
係
者
は
じ
め
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

よだム一A英育( 2) 

（
写
真
提
供

J
F沖
縄
漁
連

2 
0 

主i
受ふ
訂れ
程あ
とい
拳帳

雲行
命
pa 

8
目
1
日
（

1
日
目
）

午
後
1
時
、
参
加
者
・
ス
タ
ッ
フ
全

員
が
東
京
都
千
代
田
区
の
コ

i
プ
ビ
ル

に
集
合
。
皆
さ
ん
、
お
互
い
に
挨
拶
は

か
わ
し
た
も
の
の
、
な
ん
だ
か
口
数
も

少
な
く
ち
ょ
っ
と
緊
張
気
味
。
し
ば
ら

く
し
た
と
こ
ろ
で
結
図
式
を
開
会
し
ま

し
た
。
式
は
、
主
催
者
代
表
、
ご
来
賓

野外教育事務所ワンパク大学とは…

1975年に伊豆七島・三宅島で発足。現在

は、東京都新宿区に拠点、を置き、幼児から大

人を対象に、年聞を通した自然体験活動の企

画 ・運営を行っている都市型の自然学校です。

さまざまな活動の中で「新しい発見・大きな

感動Jを体験することで、「生活力（生きてい
く力）Jを身につけた感情豊かな「ひとJを育
てるとともに、自然環境を維持するための野

外教育をされています。

本会が主催する「ふれあい旅行Jでは、旅
の企画・運営のほか、参加者のご自宅から東

京（集合場所）までの交通手段の手配なども

してくださいます。また、旅行中は基本的に

ワンパク大学のスタ ッフが、子供たちと就寝

をともにし、食事や入浴などの面倒をみてく

ださいますので、イ呆

護者の皆さんは、安

心してご自分たちの

時間をゆったり満喫

していただけます。

ど
、
お
の
お
の
が
好
き
な
も
の
を
好
き

な
だ
け
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
（
写
真

①
）
。
食
後
は
、
ホ
テ
ル
の
駐
車
場
で

ゲ
l
ム
や
花
火
を
楽
し
み
ま
し
た
（
写

真
①
）
。

＊
福
岡
空
港
か
ら
羽
田
空
港
に
飛
行
機

で
来
ま
し
た
。
初
め
て
飛
行
機
で
来
た

の
で
、
ち
ゃ
ん
と
で
き
る
か
心
配
だ
っ

た
け
ど
、
人
が
少
な
く
て
、
ま
い
ご
に

も
な
ら
ず
き
ち
ん
と
来
れ
た
の
で
よ

か
っ
た
で
す
。

（小
4
）

＊
僕
は
、
こ
の
ふ
れ
あ
い
旅
行
に
参
加

し
て

4
回
目
に
な
り
ま
す
。
集
合
場
所

に
着
い
て
思
っ
た
の
が
、
懐
か
し
い
な

と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
前
に
来
て

い
た
人
や
ワ
ン
パ
ク
大
学
の
か
た
が
た

に
会
え
て
嬉
し
い
な
と
い
う
気
持
ち
も

あ
り
ま
し
た
。

（中
2
）

＊
旅
行
の
ホ
テ
ル
は
バ
イ
キ
ン
グ
が
お

い
し
か
っ
た
し
、
お
風
呂
も
温
か
く
て

気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。

（小
6
）

＊
食
事
で

一
番
ご
う
か
だ
っ
た
の
が
、

夜
ご
は
ん
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
物
が

あ
っ
て
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

（小
4）

＊
夜
の
花
火
は
久
し
ぶ
り
に
や

っ
た
の

で
、
改
め
て
花
火
は
き
れ
い
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。

（中
2
）

＊
東
京
の
集
合
場
所
ま
で
自
分
た
ち
で

行
く
な
ん
て
、
ふ
だ
ん
車
で
の
移
動
ば

か
り
の
私
に
と
っ
て
と
て
も
不
安
で
し

た
が
、
意
外
と
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
す
る

こ
と
が
で
き
、
安
心
し
ま
し
た
。（保
護
者
）

＊
会
場
に
着
い
て
、

初
め
は
緊
張
し
ま

し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
気
軽

に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
り
、
も
っ
と
堅

苦
し
い
会
な
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
全
く
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
、
当
日

か
ら
自
然
に
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
食
事
や
部
屋
も
子
供
と
大
人

が
別
々
で
、
初
め
は
心
配
し
ま
し
た
が
、

見
か
け
る
た
び
に
他
の
子
と
仲
良
く

な
っ
て
い
て
と
て
も
安
心
し
ま
し
た
。

（
保
護
者
）

8
同
2
日
（

2
日
目
）

2
日
目
は
、
千
本
松
牧
場
へ
行
き
ま

し
た
。
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
熱
気
球
体
験
で
す
（
写
真

⑥
）
。
熱
気
球
は
、
気
象
条
件
に
左
右

も
の
と
あ
っ
て
、
み
ん
な
興
味
津
々
。

ま
ず
は
、
係
の
人
の
説
明
を
受
け
て
、

各
自
日
本
ず
つ
ト
ラ
イ
。
少
し
で
も
コ

ツ
を
掴
も
う
と
、
大
人
も
子
供
も
夢
中

に
な
っ
て
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
い
よ
い
よ
本
番
！
改
め
て
全
員
日

本
ず
つ
矢
を
射
り
、
的
に
当
た
っ
た
合

計
点
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

お
昼
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
し
た
が
、

暑
さ
の
せ
い
で
み
ん
な
の
食
欲
も
減
退

（
写
真
③
）
。
お
肉
よ
り
冷
た
い
お
水
の

方
が
す
ぐ
に
な
く
な
り
ま
し
た
（
笑
）
。

途
中
で
ア

1
チ
ュ
リ
！
大
会
の
表
彰
式

も
行
い
、
上
位
5
名
に
は
豪
華
賞
品
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
自
由
時

間
と
し
ま
し
た
が
、
何
人
か
の
子
供
た

ち
は
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
が
思
い
の
ほ
か
気

に
入
っ
た
ら
し
く
、
暑
さ
も
構
わ
ず
再

び
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し
た
。

午
後
は
、
牧
場
か
ら
パ
ス
で
移
動
し
、

七
ツ
岩
吊
り
楕
（
写
真
①
）
と
那
須
高

原
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー

（
写
真
⑮
）
を

見
学
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
那

須
の
四
季
折
々

の
映
像
を
鑑
賞
し
た

り
、
子
供
た
ち
は
、
そ
こ
に
生
息
す
る

野
鳥
等
の
ク
イ
ズ
に
も
参
加
し
ま
し

た
。
午
後
4
時
に
は
、
ホ
テ
ル
に
戻
り
、

汗
を
流
し
て
か
ら
夕
食
に
。
引
き
続
き
、

保
護
者
は
育
英
会
ス
タ
ッ
フ
と
懇
親
会

（
写
真
⑪
）
、
子
供
た
ち
は
ワ
ン
パ
ク
大

さ
れ
や
す
く
、
晴
れ
て
い
て
も
風
が
強

か
っ
た
り
、
気
温
が
高
す
ぎ
る
と
飛
ば

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
み
ん
な
が

一

番
楽
し
み
に
し
て
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

だ
け
に
、
予
定
ど
お
り
実
施
で
き
る
か

ど
う
か
、
参
加
者
・
ス
タ
ッ
フ
と
も
に

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
当
日
の
朝
を
迎
え

ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
行
い
が
良
か
っ
た

の
か
、
は
た
ま
た
ス
タ
ッ
フ
の
必
死
の

祈
り
が
天
に
通
じ
た
の
か
、
こ
の
日
は

パ
ッ
チ
リ
運
行
可
能
な
天
候
と
な
り
、

家
族
ご
と
、
順
番
に
地
上
お

m
か
ら
の

空
の
眺
め
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
（
ち
な
み
に
、
わ
れ
わ
れ
の
体

験
が
終
了
し
て
す
ぐ
、
風
の
影
響
で
運

行
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
）

続
い
て
、
牧
場
し
ぼ
り
た
て
の
生
乳

で
で
き
た
ソ

フ
ト
ク
リ

l

ム
を
食
べ
な

が
ら
休
憩
を

と

っ

た

あ

シ」チ
ェ
リ
ー
大

会
を
開
催
し

ま
し
た
（
写

真
⑦

）。

こ

ち
ら
も
普
段

な
か
な
か
体

験
で
き
な
い

ア

羽根募金の水色!! 手をの愛漁船海難遺児

の
か
た
が
た
の
挨
拶
に
続
き
、
参
加
者
・

ス
タ
ッ
フ
の
紹
介
、
最
後
に
参
加
者
代

表
が
結
団
の
言
葉
を
述
べ
て
終
了
と
な

り
ま
し
た
（
写
真
①
）
。
式
の
後
は
、

パ
ス
乗
車
前
に
少
し
で
も
参
加
者
同
士

の
距
離
を
縮
め
て
も
ら
お
う
と
、
簡
単

な
ゲ
l
ム
を
し
て
遊
び
ま
し
た
（
写
真

①
）
。
お
互
い
の
呼
び
名
を
決
め
て
、
笑

顔
が
戻
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
那
須
高
原

へ
い
ざ
出
発
（
写
真
①
）
！
車
内
で
も
、

我
が
家
の
ナ
ス
料
理
を
紹
介

し
あ
っ
た
り
、
あ
い
う
え
お

作
文
で
知
恵
を
し
ぼ
の
あ
っ

た
り
し
な
が
ら
過
ご
し
ま
し

た
。
渋
滞
に
も
は
ま
る
こ
と

な
く
、
午
後
5
時
に
は
宿
泊

先
の
「
り
ん
ど
う
湖
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
」
に
到
着
。
各
自
、

部
屋
に
荷
物
を
運
び
、

一
息

入
れ
た
と
こ
ろ
で
夕
食
の
時

間
で
す
。
ホ
テ
ル
で
の
食
事

は
全
て
バ
イ
キ
ン
グ
形
式

だ
っ
た
の
で
、
地
元
の
新
鮮

な
食
材
を
使
っ
た
お
料
理
な



． 第 153号

学
ス
タ
ッ
フ
と
ゲ

l
ム
を
し
て
遊
び
ま

（
写
真
⑫
）
。

し
た

年 10月1日

＊
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
で
黄
色
（
的
の
中
心
）

に

一
本
も
あ
た
ら
な
か
っ
た
の
で
く
や

し
か
っ
た
で
す
。
来
年
は
あ
て
た
い
で

す
。
き
き
ゅ
う
は
お

m
も
あ
が
る
の
で
、

け
し
き
は
き
れ
い
で
し
た
。
東
西
南
北

ぜ
ん
ぶ
の
方
こ
う
に
森
が
あ
り
ま
し

た
。

（小

3
）

＊
僕
は
自
称
高
所
恐
怖
症
な
の
で
、
熱

気
球
は
少
し
不
安
だ
っ
た
け
ど
、
乗
っ

て
み
る
と
眺
め
も
き
れ
い
で
高
い
所
も

良
い
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、

足
が
少
し
も
動
か
ず
、
首
を
動
か
し
て

頑
張
っ
て
景
色
を
見
る
感
じ
に
な
っ
た

の
で
、
ち
ょ
っ
と
残
念
で
し
た
。

（平成26)2014 

（中

2）

＊
み
ん
な
が
気
球
に
乗
っ
て
い
る
姿
を

見
る
と
、
笑
顔
で
手
を
ふ
っ
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
私
は
高
所
恐
怖
症
だ
か
ら

手
が
ふ
れ
る
か
ど
う
か
心
配
し
て
い
ま

し
た
。
で
す
が
、
意
外
に
お
も
し
ろ
く

て
、
景
色
も
き
れ
い
で
し
た
。
で
も
、

火
が
す
ご
く
熱
く
て
気
に
な
り
ま
し

た
。

（中
1
）

＊
熱
気
球
は
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。
実
際
に
熱
気
球
に
乗
っ
た
ら
、

と
て
も
良
い
景
色
で
し
た
。

（中

2
）

＊

一
番
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
初
め
て

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
し
た
こ
と
で
す
。
練

習
の
時
は
あ
ま
り
当
た
ら
な
か
っ
た
け

ど
、
本
番
は
練
習
の
時
よ
り
多
く
当

た
っ
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。（小

4
）

＊
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
生
ま
れ
て
初
め
て

や
っ
た
の
で
、
絶
対
却
点
か

ω点
だ

な
あ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、

思
い
の
ほ
か
的
の
中
心
に
当
た
る
の

で
、
自
分
で
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
結
果
は

1
位
。
得
点
は

1
1

5
点
で
し
た
。
お
母
さ
ん
が
「
高
校
に

入
っ
た
ら
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
に
入
部
し

な
さ
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
す
ご

く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

（中
1
）

＊
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は

2
回
や
り
ま
し

た
。
－
回
目
は
ぜ
ん
ぜ
ん
ま
と
に
当
た

ん
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

2
回
目
は

ま
と
に
当
た
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
で

す
。

（中

2
）

＊
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
問
題
に

答
え
た
人
は
カ

l
ド
を
も
ら
う
こ
と
が

で
き
て
、
私
は
も
み
じ
の
き
れ
い
な

カ

l
ド
を
も
ら
い
ま
し
た
。
う
れ

し

か
っ
た
で
す
。

（小

6
）

＊
さ
い
ご
の
日
に
た
く
さ
ん
ゲ

l
ム
を

よだム一品英
τ企.. 
同( 3) 

し
ま
し
た
。
一

番
お
も
し
ろ
か
っ
た
の

が
た
か
ら
探
し
ゲ

1
ム
で
し
た
。
カ
メ

ラ
に
お
た
か
ら
が
あ
り
ま
し
た
。
と
て

も
た
の
し
か
っ
た
で
す
。

（小

3
）

＊
ワ
ン
パ
ク
大
学
の
人
が
作

っ
た
ゲ
ー

ム
も
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

特
に
お
も
し
ろ
か
っ
た
の
が
、
名
前
を

当
て
る
ゲ

l
ム
で
す
。
私
の
チ

l
ム
は

ビ
リ
だ
っ
た
け
ど
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。

（小

4
）

＊
2
日
目
の
夜
に
は
子
供
だ
け
の
ゲ
ー

ム
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ゲ

l
ム
は
、

ク
イ
ズ
、
借
り
物
競
争
、
宝
探
し
を
や

り
ま
し
た
。
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
の
戦

い
で
し
た
。
チ
ー
ム
の
人
た
ち
と
も
、

も
っ
と
仲
良
く
な
れ
ま
し
た
。
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

（中
2
）

8
日
3
日
（

3
日
目
）

最
終
日
は
、
朝
食
後
に
ホ
テ
ル
を
出

発
。
ホ
テ
ル
近
く
の
那
須
倶
楽
部
に
て

「
焼
き
絵
ク
ラ
フ
ト
」
に
挑
戦
し
ま
し

た
（
写
真
⑬
）
。
こ
れ
は
、
準
備
さ
れ
た

飾
り
板
に
、
鉛
筆
で
好
き
な
絵
や
文
字

を
下
書
き
し
、
そ
の
上
を
専
用
の
焼
ぺ

ン
で
な
ぞ
り
な
が
ら
焦
げ
目
を
つ
け
て

い
く
も
の
で
す
（
写
真
⑬
）
。
ぺ
ン
を

動
か
す
ス
ピ
ー
ド
で
描
く
線
の
太
さ
が

変
わ
る
の
で
、
自
然
と
濃
淡
が
生
ま
れ
、

昧
わ
い
深
く
温
か
み
の
あ
る
作
品
に
仕

上
が
り
ま
す
。

1
時
間
と
い
う
短
い
時

間
の
中
で
し
た
が
、
大
人
も
子
供
も
集

中
し
て
取
り
組
み
、
素
敵
な
壁
飾
り
が

た
く
さ
ん
で
き
あ
が
り
ま
し
た
（
写
真

⑮）
。

午
前

9
時
半
に
は
、

那
須
倶
楽
部
を

出
発
。
パ
ス
の
中
で
は
、
子
供
た
ち
で

後
部
座
席
を
占
領
し
、

仲
間
と
過
ご
す

最
後
の
ひ
と
時
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た

（
写
真
⑬
）
。
途
中
の
イ
ン
タ
ー
で
家
族

ご
と
に
席
替
え
し
、
車
内
で
解
散
式
を

行
い
ま
し
た
。
式
で
は
、

一
人
ひ
と
り

が

3
日
間
を
振
り
返
り
、
感
想
を
述
べ

ま
し
た
。
帰
り
も
ス
ム
ー
ス
に
東
京
駅

に
到
着
。
み
ん
な
で
別
れ
を
惜
し
み
つ

つ
、
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

＊
最
後
の
日
は
焼
き
絵
を
し
ま
し
た
。

私
は
絵
が
下
手
だ
け
ど
、
い
が
い
と
上

手
く
で
き
た
の
で
、
よ
か
っ
た
で
す
。

来
年
も
さ
ん
か
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
ち
ょ
う
せ
ん
し
て
み
た
い
で
す
。

（小

4）

＊
ク
ラ
フ
ト
で
は
、
こ
ん
な
絵
や
字
の

書
き
方
が
あ
る
ん
だ
と
知
り
ま
し
た
。

焼
く
と
い
う
発
想
を
思
い
つ
い
た
人
は

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

（中

2
）

＊
ワ
ン
パ
ク
大
学
の
人
や
旅
行
に
来
て

い
た
人
と
仲
良
く
な
っ
て
よ
か
っ
た
で

す
。
ま
た
来
年
も
参
加
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。

（小

6
）

＊
初
め
て
参
加
し
た
人
も
、
何
回
も
来

て
る
人
も
、
・
学
年
関
係
な
く
、
み
ん
な

と
ふ
れ
あ
え
る
楽
し
い
旅
行
で
し
た
。

（中

2
）

＊
毎
年
、
夏
休
み
に
ふ
れ
あ
い
旅
行
が

あ
る
こ
と
を
私
は
す
ご
く
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
も
う
今
年
で

3
回
目
。
懐

か
し
い
人
た
ち
と
ま
た
会
え
る
ん
だ
あ

と
い
う
気
持
ち
と
、
新
し
い
人
と
仲
良

く
な
ろ
う
と
い
う
二
つ
の
気
持
ち
で
鹿

児
島
か
ら
旅
立
っ
て
い
ま
す
。
最
初
は

み
ん
な
と
ひ
さ
し
ぶ
り
だ
っ
た
の
で
恥

ず
か
し
か
っ
た
で
す
が
、
帰
る
時
に
は

「
ま
た
会
お
う
ね
」
と
笑
顔
で
会
話
を

し
て
い
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
旅
行
は
「
い

つ
の
ま
に
か
：
・
」
と
い
う
の
が
す
ご
く

多
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
旅

行
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
友
達
と
交
流
す

る
こ
と
で
す
。
絶
対
に
悲
し
い
顔
を
し

て
帰
る
人
な
ん
て
誰
も
い
ま
せ
ん
。
そ

れ
は
、
み
ん
な
と
交
流
し
、
思
い
出
を

つ
く
る
た
め
だ
と
思
い
ま
す
。

（中

1
）

＊
僕
が

一
番
思
っ
た
こ
と
は
、
楽
し
い

こ
と
は
す
ぐ
終
わ
る
ん
だ
な
と
い
う
こ

と
で
す
。
宿
題
や
学
校
の
授
業
は
全
然

終
わ
ら
な
い
の
に
、
友
達
と
遊
ぶ
と
き

や
こ
の
旅
行
は
す
ぐ
終
わ
る
な
ん
て
不

公
平
だ
と
思
い
ま
す
。
す
ぐ
終
わ
っ
た

な
と
感
じ
る
ほ
ど
、
と
て
も
楽
し
く
充

実
し
て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
は

こ
の

3
日
間
を

3
日
で
は
な
く

一
生
の

の
思
い
出
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
（中

2
）

＊
子
供
も
大
人
も
心
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
で
き
た
素
晴
ら
し
い
旅
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
来
年
も
も
っ
と
い
ろ
ん
な
人
と

出
逢
い
、
楽
し
い
旅
に
な
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て

く
だ
さ
る
多
く
の
か
た
が
た
に
感
謝
し

ま
す
。

（
保
護
者
）

＊
今
年

2
回
目
の
参
加
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
昨
年
、
思

い
き
っ
て
参
加
の
希
望
を
し
て
本
当
に

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
旅
行
中

は
子
供
た
ち
同
士
仲
良
く
な
り
、
ワ
ン

パ
ク
大
学
の
方
が
お
せ
わ
も
し
て
く
だ

さ
る
の
で
、
私
は
お
母
さ
ん
方
と
日
ご

ろ
話
せ
な
い
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
聞
い

て
も
ら
っ
た
り
、
元
気
を
も
ら
っ
た
り

と
他
で
は
で
き
な
い
旅
行
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
だ
参
加
さ
れ
た
こ

と
の
な
い
方
、
ぜ
ひ

一
度
来
ら
れ
た
ら

良
い
の
に
：
・
と
思
い
ま
す
。

（
保
護
者
）

＊
今
回
で

3
回
目
の
ふ
れ
あ
い
旅
行
に

参
加
で
き
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

振
り
返
る
と
、
初
参
加
の
時
は
、
親
子

で
大
変
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
育
英

会
を
は
じ
め
、
ス
タ
ッ
フ
の
か
た
が
た

と
徐
々
に
打
ち
解
け
、
保
護
者
の
か
た

が
た
と
も
親
し
く
で
き
、
大
変
あ
り
が

た
い
夏
の
旅
行
で
す
。
今
後
さ
ら
に
多

く
の
か
た
が
た
の
参
加
を
期
待
し
、
こ

の
ふ
れ
あ
い
旅
行
が
少
し
で
も
長
く
続

き
、
有
意
義
な
時
間
を
皆
さ
ん
と
過
ご

せ
ま
す
よ
う
期
待
し
ま
す
。

（
保
護
者
）

＊
今
年
も
皆
さ
ん
に
会
う
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
で
す
。
と
て
も
楽
し
い
旅

行
で
し
た
。
子
供
に
と
っ
て
も
、
楽
し

い
思
い
出
、
貴
重

な
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
保
護
者
）

10月は全国漁船安全操業推進月間です！＠ …二…機の向上－ライフジャケット着用率の向上等による人身事故発生の減少
．安全航行・安全操業の徹底による漁船海雛発生等の減少

「漁船での操業は、いつも危険と背中合わせです l 
｜（海鍛による死者・行方不明者の約5割が漁船、労働災害発生率は ｜
i陸上産業の約7倍です） j 

'' i'' 

<A) 淘蝿Iζt..... 祖・m莞4・何方不明・a・《過告<O・＂
醐

町 一－＂ ，、， 、 ー・ー・・a・・0 ハ

一 一－瑚 - - , ,. ,. 

“ 一－－~ 

－ ~ ＇・一 －3・ ~、，. 、、 ，→

m - •-

" 
・ ＼

川 叩川附咽州制附州問 t・2
H・....・”・－・・・・...…』

E司買堅烹苦言置率軍軍曹~
このたび、本会募金箱が下記のとおり新しくなりました。これらは、 2012年度の公益法人移行に伴う

名称変更や同年 10月の事務所移転に伴う連絡先の変更に伴い作成したものです。現在、旧式募金箱（写

真①）を設置いただいている団体には、新しい「設置型募金箱」（写真①）を順次配付し、交換してい

ただいているところですが、お手元に届いてない場合や新たに設置いただける場合は、恐れ入りますが、

本会まで直接ご連絡ください。

②活動型募金箱①設置型募金箱

現在．ライフジャケットは昔からある阻劃式（チヨ・ノキ式｝だけでは主〈．空量密封
式．膨張式［首掛け式．ベルト式）主ど．たくさんの種頬があります．
それぞれの特性を理解した上で．自分由体型や作車内容．時期主どにより適し
た種額を選ぶようにしましょう．

, ..・のた，，，のライフジャケヲトa・m・－ガイド，イム’J
は＂＂の＊•＂＇ホームペ－少をご’t<犯さい t…，＿ .. ，・－刷・，..，.，＿u,, hnpJ/www.,1,.moff.a。川畑同州：.＂：.~：.：：＝.抗措押 F・＂－、

［サイズ：高さ 25cmx幅17.5cm×奥行7.8cm]

イベントや街頭での募金活動時に、ご利用いただくタイプです。やわ
らかいプラスチック素材なので重さも軽く、首から紐で下げられるの
で、小さいお子様にも安心してお持ちいただけます。また、折り畳み（組

立）式のため、保管の際など場所をとりません。なお、こちらの募金

箱は貸し出し周となりますので、使用後は本会へご返却いただきます。

高さ 18.3cm×幅 17.7cm×奥行 10cm]

受付 ・窓口等に常備で設置いただく、プラスチック素材
の募金箱です。募金投入口に段差をつけたことで、これ

までのものより硬貨やお札が大変入れやすくなりました。
なお、集まった募金は、本会専用の振込用紙（設置団体
等宛に年1回発送予定）にてお振込み願います。

①旧式募金箱各種

［サイズ

［；舌動型・プラスチyク］［設置型・木製］

漁船海難 羽根募金の水色!! 手をの愛18 
Jし
、E邑
1息
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ご
寄
附
の
お
礼

2
0
1
4
年
6
月
か
ら

8
月
ま
で
に

ご
寄
附
を
頂
い
た
皆
さ
ま
の
ご
芳
名

（
敬
称
略
）
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

年 10月 1日

刷
ま
し
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん

〔

6
月〕

O
北
海
道

マ
加
藤
茂
子
マ
本

間
雅
彦

O
岩
手
県
マ
長
津
浩
美

O
宮
城

県
マ
鎌
内
浩
。
秋
田
県
マ
山
岸
剛

O
茨

城
県
マ
常
盤
和
己
マ
藤
本
歌
子
。
埼
玉

県
マ
古
関
和
則
マ
小
林
哲
朗
マ
志
村
隆

司
マ
田
口
昭
博
マ
清
田
研

一
マ
松
本
安

裕

O
千
葉
県
マ
伊
賀
久
則
マ
猪
苗
代
健

一
一〉
大
類
裕
久
マ
粛
藤
雅
晴
マ
坂
口
は

つ
子
マ
平
田
淳

一
マ
宮
津
敏
彦
マ
若
林

満
。
東
京
都
マ
飯
島
孝
夫
マ
香
川
謙
二

マ
勝
野
輝
美
マ
附
洗
洋
取
締
役
会
長
江

刺
冨
美
子
マ
柄
津
彰
マ
木
部
茂
徳
マ
高

田
明
生

マ
戸
田
満
弘
マ
長
屋
信
博
マ
根

本
京
子
マ
虞
重
和
夫
マ
本
川

一
善
マ
松

井
明
マ
向
井
昌
子
マ
渡
辺
千
鶴
子

O
神

奈
川
県
マ
遠
藤
久
マ
大
森
敏
弘
マ
越
智

豊
子
マ
佐
藤
明
美
マ
中
村
芳
正
マ
大
和

陸
子

O
福
井
県
マ
武
田
忠
男

O
静
岡
県

マ
古
寺
健
二
O
大
阪
府
マ
角
丸
英
子
。

兵
庫
県
マ
武
田
佳
子

O
山
口
県
マ
熊
谷

佐
枝
子

〔

7
月〕

O
北
海
道

マ
加
藤
茂
子
マ
本

間
雅
彦

O
岩
手
県
マ
長
津
浩
美

O
宮
城

県
マ
鎌
内
浩

O
茨
城
県
マ
常
盤
和
己
マ

藤
本
歌
子
。
埼
玉
県
マ
古
関
和
則
マ
小

林
哲
朗
マ
志
村
隆
司
マ
田
口
昭
博
マ
漬

田
研

一
マ
松
本
安
裕

O
千
葉
県
マ
伊
賀

久
則
マ
猪
苗
代
健

一
一〉岩
崎
昌
子
マ
大

類
裕
久
マ
粛
藤
雅
晴
マ
坂
口
は
つ
子
マ

平
田
淳

一
一
〉
福
田
昌
佳
マ
宮
津
敏
彦
マ

若
林
満

O
東
京
都
マ
飯
島
孝
夫
マ
香
川

謙
二
マ
勝
野
輝
美
マ
蜘
洗
洋
取
締
役
会

長
江
刺
冨
美
子
マ
柄
津
彰
マ
木
部
茂
徳

マ
高
田
明
生
マ
戸
田
満
弘
マ
長
屋
信
博

よだム冨英τti. 
同( 4) 

マ
根
本
京
子
マ
贋
江
志
賀
子
マ
贋
重
和

夫
マ
本
川

一
普
マ
松
井
明
マ
向
井
昌
子

マ
渡
辺
千
鶴
子

O
神
奈
川
県
マ
遠
藤
久

マ
大
森
敏
弘
マ
越
智
豊
子
マ
佐
藤
明
美

O
福
井
県
マ
武
田
忠
男

O
静
岡
県
マ
古

寺
健
二

O
山
口
県
マ
熊
谷
佐
枝
子

O
長

崎
県
マ
寺
島
和
子

〔

8
月
〕

O
北
海
道

マ
加
藤
茂
子
マ
北

海
道
信
漁
連
職
員
会
マ
本
間
雅
彦

O
岩

手
県
マ
長
津
浩
美

O
秋
田
県
マ
山
岸
剛

O
茨
城
県
マ
常
盤
和
己
マ
藤
本
歌
子
。

埼
玉
県
マ
宇
賀
神
義
官
一
マ
金
木
愛
子
マ

古
関
和
則
マ
小
林
哲
朗
マ
田
口
昭
博
マ

演
田
研

一
マ
松
本
安
裕

O
千
葉
県
マ
伊

賀
久
則
マ
猪
苗
代
健

一
一〉
大
類
裕
久
マ

坂
口
は
つ
子
マ
宮
津
敏
彦
マ
若
林
満
。

東
京
都
マ
飯
島
孝
夫
マ
香
川
謙
二
マ
勝

野
輝
美
マ
附
洗
洋
取
締
役
会
長
江
刺
富

美
子
マ
柄
津
彰
マ
木
部
茂
徳
マ
須
藤
徳

之
マ
高
田
明
生
マ
高
吉
晋
吾
マ
戸
田
満

弘
マ
長
屋
信
博
マ
根
本
京
子
マ
春
田
孝

二
郎

・
朝
子
マ
虞
重
和
夫
マ
本
川

一
善

マ
松
井
明
マ
渡
辺
千
鶴
子

O
神
奈
川
県

マ
遠
藤
久
マ
大
森
敏
弘
マ
越
智
豊
子
マ

佐
藤
明
美

O
福
井
県
マ
武
田
忠
男

O
静

岡
県
マ
古
寺
健
二
O
大
阪
府
マ
角
丸
英

子
。
兵
庫
県
マ
武
田
佳
子

O
山
口
県
マ

熊
谷
佐
枝
子

水
色
の
羽
根
募
金

ー
、
漁
協
系
統
募
金

（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る
「
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略

称
・
地
励
協
こ
等
で
取
り
扱
っ
た
分
で
、

一
般
寄
附
を
含
み
ま
す
。）

〔

6
月〕

O
青
森
県
マ
例
青
森
県
沿
岸

漁
業
振
興
協
会
マ
三
浦
雄

一
郎
冒
険
登

山
支
援
青
森
県
協
議
会
マ
豊
か
な
海
n

つ

く
り
水
産
団
体
協
賛
会

O
三
重
県
マ
み

え
ぎ
よ
れ
ん
会

O
兵
庫
県
マ
J
F
伊
保

マ
J
F
育
波
浦
マ

J
F
岩
見
マ
J
F
高

砂
マ
J
F
室
津
マ

J
F
赤
穂
市
マ
J
F

津
名
マ

J
F
東
播
磨
マ

J
F
南
あ
わ
じ

マ
J
F
南
淡
マ
J
F
姫
路
市
マ
J
F
浜

坂
マ
J
F
富
島
マ

J
F
福
良
マ

J
F
兵

庫
マ
J
F
兵
庫
漁
連
マ

J
F
湊
マ

J
F

明
石
浦
マ
J
F
由
良
町
マ
J
F
林
崎
。

香
川
県
マ
浅
海
増
殖
研
究
発
表
全
国
大

会

O
長
崎
県
マ
J
F
阿
須
湾
マ

J
F
宇

久
小
値
賀
マ
J
F
九
十
九
島
マ

J
F
佐

世
保
市
マ
J
F
志
々
伎
マ

J
F
上
対
馬

南
マ
J
F
神
部
マ
J
F
瑞
穂
マ
J
F
瀬

川
マ
J
F
生
月
マ
J
F
西
彼
町
マ
J
F

西
有
家
町
マ
J
F
石
田
町
マ
J
F
多
良

見
町
マ
長
崎
県
漁
連
職
員
O
B
な
ぎ
さ

会
マ

J
F
長
崎
市
た
ち
ば
な

マ
J
F
長

崎
市
福
田
マ
長
崎
大
学
鴻
洋
祭
実
行
委

員
会
マ

J
F
島
原
半
島
南
部
マ

J
F
平

戸
市
マ
J
F
有
家
町
マ
地
励
協

O
大
分

県
マ
佐
伯
市
役
所
水
産
課
職
員

一
同
マ

第
却
回
水
産
関
係
親
睦
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ

マ
薬
師
寺
水
産
制

〔

7
月〕

。
北
海
道
マ
全
国
水
産
物
商
業

協
同
組
合
連
合
会
第
引
回
全
国
（
札
幌
）

大
会
募
金
マ
日
高
地
区
漁
協
職
員
協
議

会
｜
地
区
大
会

O
東
京
都
マ
東
日
本
漁

連
の
り
共
版
協
議
会

O
静
岡
県
マ
J
F

い
と
う
マ
初
島
漁
業
協
同
組
合
婦
人
部

マ
J
F
清
水
用
宗
支
所
マ
用
宗
漁
港
ま

つ
り
実
行
委
員
会

O
兵
庫
県
マ
J
F
家

島
マ
J
F
室
津
マ

J
F
洲
本
矩
口

マ
J

F
神
戸
市
マ
J
F
坊
勢
。
山
口
県
マ
J

F
山
口
本
店

O
徳
島
県
マ
上
田
幸
男
マ

地
励
協

O
福
岡
県
マ
J
F
ひ
び
き
灘
マ

蜘
荻
島
組
O
長
崎
県
マ
J
F
橘
湾
中
央

〔

8
月〕

O
秋
田
県
マ
秋
田
県
漁
協
女

性
連
北
部
統
括
支
部
ひ
よ
り
会

O
千
葉

県
マ
J
F
富
津
代
表
理
事
組
合
長
佐
久

間
園
治

O
静
岡
県
マ
地
励
協

O
三
重
県

マ
特
定
非
営
利
活
動
法
人
朝
光
ク
ラ
ブ

｜
マ
リ
ン
カ

ッ
プ
海
難
遺
児
チ
ャ
リ

テ
ィ

l
コ
ン
ペ

O
京
都
府
マ
千
原
清
市

。
兵
庫
県
マ
J
F
沼
島
マ

J
F
但
馬
。

和
歌
山
マ
J
G
F
A
ビ
ル
フ

ィ
ッ
シ
ユ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト

m
串
本
実
行
委
員
会
マ

田
辺
市
農
林
水
産
祭
実
行
委
員
会
マ
し

ら
す
祭
り
マ
地
励
協

O
福
岡
県
マ
J
F

遠
賀
本
所
マ
J
F
糸
島
船
越
支
所
マ

J

F
宗
像
本
所

・
神
湊
支
所
J
F
福
岡
市

本
所

・
西
浦
支
所

・
唐
泊
支
所
・
浜
崎

今
津
支
所

・
志
賀
島
支
所

・
伊
崎
支
所

・

玄
界
島
支
所

・
弘
支
所

・
小
呂
島
支
所

・

能
古
支
所
・
箱
崎
支
所
・
姪
浜
支
所
。

長
崎
県

マ
J

F
大
島
村

O
大
分
県

マ

佐
々
木
重
麿
マ
J
F
お
お
い
た
上
入
津

支
店
2
、
一
般
寄
附

〔

6
月〕

O
埼
玉
県
マ
小
野
沢
通

O
千

葉
県
マ
飯
村
久
子

O
東
京
都
マ
附
セ
イ

ブ
ツ
ケ
ン
キ
ユ
ウ
シ
ャ

マ
高
野
恵
子
マ

若
井
克
友
マ
清
水
康
雄
｜
J
F
マ
リ
ン

バ
ン
ク
支
援
協
会
退
任
に
際
し
マ
漁
協

共
済
推
進
大
会

O
神
奈
川
県
マ
山
田
和

枝
｜
ニ
チ
モ
ウ
蜘
元
代
表
取
締
役
専
務

取
締
役
一
山
田
光
男
氏
妻
。
富
山
県
マ

J
F
く
ろ
べ

O
静
岡
県
マ
静
岡
県
立
焼

津
水
産
高
等
学
校

O
奈
良
県
マ
辻
元
正

生数
(2014年9!115日現在ノ単位入）

舟見

守ー奨5.l'J 県府道者日

夫

O
鳥
取
県
マ
浜
野
茂
夫

O
広
島
県
マ

広
島
魚
商
協
同
組
合
青
年
部

O
鹿
児
島

県
マ
冨
元
小
松

〔

7
月〕

O
北
海
道
マ
揃
弐
本
滝
漁
業
。

岩
手
県
マ
三
陸
沿
岸
芸
能
振
興
会

O
埼

玉
県
マ
小
野
沢
通

O
千
葉
県
マ
飯
村
久

子

O
東
京
都
マ
小
崎
寛
子
マ
石
崎
信
義

マ
潮
待
茶
屋
企
業
組
合
マ
東
京
築
地
中

央
市
場
福
祉
報
徳
会
マ
買
荷
保
管
企
業

組
合

O
山
梨
県
マ
佐
藤

一
江

O
静
岡
県

マ
上
柳
昭
治

O
鳥
取
県
マ
浜
野
茂
夫
。

広
島
県
マ
広
島
魚
商
協
同
組
合
青
年
部

｜
全
水
商
連
第
臼
回
全
国
（
札
幌
）
大

会
に
て

O
高
知
県
マ
山
本
光
博

O
福
岡

県
マ
福
岡
水
産
物
商
業
協
同
組
合
l
全

水
商
連
第
臼
回
全
国
（
札
幌
）
大
会
に

て
。
鹿
児
島
県
マ
冨
元
小
松

〔

8
月〕

O
宮
城
県
マ
宮
城
県
秋
万
魚

漁
扮
通
信
協
会
｜
全
日
海
東
北
地
方
支

部
経
由
。
埼
玉
県
マ
小
野
沢
通

O
千
葉

県
マ
飯
村
久
子

O
東
京
都
マ
安
川
糸
子

マ

（
公
財
）
日
本
釣
振
興
会
マ
阪
井
光

平

O
鳥
取
県
マ
浜
野
茂
夫

O
山
口
県
マ

浦
部
久
幸

O
鹿
児
島
県
マ
冨
元
小
松

※
寄
附
金
は
、
全
て
公
益
目
的
事
業
で
あ
る

漁
船
海
難
遺
児
等
に
対
す
る
修
学
助
成
事

業
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

編

集

後

記

V
今
回
、
本
紙
に
て
新
し
い
募
金
箱
を

2
種
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
こ
の
他
に
も
、
本
会
で
は
募
金
活

動
時
に
必
要
な
グ
ッ
ズ
（
資
材
）
を
い

ろ
い
ろ
と
取
り
揃
え
、
無
料
で
配
布
ま

た
は
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。
地
元

の
お
祭
り
や
学
校
の
文
化
祭
な
ど
イ
ベ

ン
ト
の
多
い
こ
の
季
節
、
皆
さ
ま
ご
検

討
の
上
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

な
お
、
グ
ッ
ズ
（
資
材
）
の

一
覧
は
本

会
ホ

l
ム
ペ
l
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
電
話

・
F
A
X
に
て
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（M
）

本給与奨学生には特別支般学生を;'fむ

ホ貸与奨学生には入学一時金のみの奨学生を含む

＊休学中の奨学生は人数に合まない

*2014年度第2回採用首は内政である

の羽根募金水色! ! 手をの愛I目，－
Jし W』漁船海難遺

給う焚学生 間早聖乍生 2014年度第2回採用布

隅道府県名 合計 合計
幼児 小学生 中学生 高校生等 小計 太学生等 幼児 小学生 中学’主 高校生害 太学生等

北海道 6 7 4 15 32 IO 42 I 

,'i 電 森 3 5 8 8 I I 

虻J r, 8 6 IO 25 25 

官 城 I 7 10 12 30 30 

秋 凹

111 形 I 

Ir.I 向 14 8 5 27 27 

2長 械

千 葉 I 2 2 3 8 4 12 

見E 京 I I 2 3 

神奈川 I 2 I 5 I 6 

新 i時 2 2 2 

1~1 IIJ 

石 Ill 2 2 4 4 

古F 間 2 2 

霊 向1

錨 井 2 2 2 

車

京 部 I I I 

大 阪

』R Ii巨 4 4 4 

和歌山 I 2 2 

.r.1 取 I I 2 2 

白 般 I I 

間 1lJ I 2 2 

広 島 I 

111 口 3 4 2 6 

徳 島 I I 2 

再 Ill 2 3 3 

量 媛 3 4 8 2 IO 

高 知 I 2 3 

回 ！珂 I I 2 l 3 

縮問有I"海 I I 3 3 

佐賀玄海 2 3 5 5 

佐賀有IJI海

長 崎 6 4 4 14 14 2 

A 分 I I I 2 

熊 本 I 4 I 6 6 

官 崎 I 3 2 6 2 8 

鹿児島 3 3 2 8 8 

N• 縄 I 4 6 6 

ノu、 J十 12 62 62 90 226 30 256 3 I 5 




